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二
〇
一
四
年
度
関
西
学
院
大
学
図
書
館
特
別
展
書
誌
解
題
西
鶴
と
談
林
俳
諧
森
田
雅
也
去
る
二
〇
一
四
年
十
月
十
八
日
（
土
）
か
ら
十
月
二
十
日
（
月
）
に
関
西
学
院
大
学
西
宮
上
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｈ
号
館
に
お
い
て
第
六
十
六
回
俳
文
学
会
全
国
大
会
が
開
催
（
森
田
雅
也
大
会
実
行
委
員
長
）
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
本
学
大
学
図
書
館
で
は
、
学
会
会
期
に
あ
わ
せ
、
そ
の
前
日
の
十
月
十
七
日
（
金
）
よ
り
、
関
西
学
院
大
学
図
書
館
特
別
展
と
し
て
「
西
鶴
と
談
林
俳
諧
」
の
展
示
が
行
わ
れ
た
が
、
本
論
文
は
そ
の
書
誌
解
題
に
所
見
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
書
誌
調
査
は
大
学
院
森
田
ゼ
ミ
（
雲
岡
梓
・
朴
ナ
リ
・
辻
田
徹
・
三
川
莉
紗
・
吉
田
健
剛
、
学
部
生
遠
藤
真
央
・
後
藤
京
）
が
あ
た
っ
た
。
「
西
鶴
と
談
林
俳
諧
」（
展
示
主
旨
説
明
）
西
鶴
は
、
あ
ま
り
に
短
編
小
説
集
『
好
色
一
代
男
』『
好
色
五
人
女
』『
日
本
永
代
蔵
』
な
ど
が
有
名
な
た
め
に
、
一
般
的
に
は
浮
世
草
子
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
向
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
展
示
す
る
『
本
朝
二
十
不
孝
』『
男
色
大
鑑
』『
世
間
胸
算
用
』『
本
朝
桜
陰
比
事
』
な
ど
二
十
点
近
い
浮
世
草
子
作
品
は
、
わ
ず
か
に
晩
年
十
数
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
生
涯
の
多
く
は
俳
諧
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
ま
る
で
夏
目
漱
石
の
文
人
と
し
て
の
活
動
が
晩
年
の
小
説
家
と
し
て
の
人
生
に
集
約
さ
れ
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
と
似
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
〇
七
て
い
る
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
西
鶴
は
十
代
半
ば
俳
諧
に
志
し
た
と
さ
れ
、
二
一
歳
の
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
は
早
く
も
点
者
と
し
て
独
立
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
俳
号
は
鶴
永
、
の
ち
西
山
宗
因
に
師
事
し
て
西
鶴
と
改
め
た
。
そ
の
新
奇
で
異
風
な
作
風
は
阿
蘭
陀
流
と
呼
ば
れ
、
談
林
派
特
有
の
軽
口
・
狂
句
の
早
口
の
俳
諧
を
得
意
と
し
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
は
、
妻
の
死
に
際
し
て
追
善
の
『
独
吟
一
日
千
句
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
独
吟
・
速
吟
の
俳
諧
は
矢
数
俳
諧
と
呼
ば
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
は
四
〇
〇
〇
句
の
『
西
鶴
大
矢
数
』
を
大
坂
生
玉
社
で
成
就
、
刊
行
し
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
六
月
五
日
、
住
吉
社
に
て
大
矢
数
二
万
三
五
〇
〇
句
独
吟
の
大
記
録
を
打
ち
立
て
る
が
、
こ
れ
を
己
の
矢
数
俳
諧
の
最
後
と
し
た
。
今
回
の
「
西
鶴
と
談
林
俳
諧
」
と
い
う
展
示
テ
ー
マ
は
、
そ
の
よ
う
な
西
鶴
と
談
林
派
の
活
躍
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
は
じ
め
談
林
派
と
さ
れ
な
が
ら
、
後
に
蕉
門
な
ど
と
関
わ
っ
た
人
々
の
作
品
も
展
示
し
て
い
る
。
西
鶴
の
師
、
西
山
宗
因
は
、
松
永
貞
徳
の
貞
門
派
か
ら
別
れ
、
大
坂
、
京
都
、
江
戸
に
談
林
俳
諧
の
活
躍
の
場
を
求
め
た
が
、
江
戸
下
向
を
迎
え
た
一
人
に
松
尾
芭
蕉
が
い
る
な
ど
、
後
に
貞
門
派
、
談
林
派
、
蕉
門
派
と
目
さ
れ
る
人
々
も
、
そ
の
門
流
を
越
え
て
直
接
的
、
間
接
的
に
俳
諧
を
通
し
た
風
交
の
場
を
広
げ
て
い
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
発
信
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
あ
る
。
そ
こ
で
本
展
示
で
は
、
関
西
学
院
大
学
図
書
館
の
有
し
た
「
西
鶴
と
談
林
俳
諧
」
関
係
の
未
公
開
古
典
籍
を
中
心
に
資
料
を
紹
介
し
た
。
１
〜
１０
は
、
関
西
学
院
大
学
図
書
館
貴
重
文
庫
所
蔵
本
で
、
い
ず
れ
も
『
国
書
総
目
録
』
刊
行
後
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
会
期
中
、
永
井
一
彰
氏
（
奈
良
大
学
文
学
部
教
授
）
の
特
別
の
ご
助
力
に
よ
っ
て
、
御
所
蔵
の
初
出
『
俳
諧
短
冊
帖
』『
西
鶴
自
筆
短
冊
』
を
公
開
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
永
井
氏
は
、
会
期
直
前
に
ご
著
書
『
月
並
発
句
合
の
研
究
』（
笠
間
書
院
）
に
よ
っ
て
、
平
成
２６
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
記
念
公
演
な
ど
ご
多
忙
の
中
、
展
示
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
ご
学
恩
と
ご
尽
力
に
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
記
し
て
申
し
上
げ
た
い
。
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
〇
八
１
、
初
出
『
西
山
宗
因
独
吟
百
韻
』
一
軸
。
二
二
一
・
〇
×
一
五
・
六
（
糎
）
巻
子
。
箱
入
り
。
本
書
は
大
阪
天
満
宮
連
歌
所
宗
匠
で
あ
り
、
談
林
俳
諧
の
祖
で
あ
る
、
西
山
宗
因
の
独
吟
百
韻
で
あ
る
。
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
七
月
一
一
日
成
立
。
宗
因
七
〇
歳
の
作
。『
西
山
宗
因
全
集
第
二
巻
連
歌
篇
二
』
に
収
載
さ
れ
る
『「
朝
霧
や
」
百
韻
』
の
異
本
。
端
作
・
賦
物
欠
。『
西
山
宗
因
全
集
』
の
底
本
と
な
っ
た
綿
屋
文
庫
所
蔵
宗
因
自
筆
巻
子
本
『
播
州
明
石
浦
人
麿
社
法
楽
賦
御
何
連
歌
百
韻
』
の
他
に
、
月
照
寺
所
蔵
宗
因
自
筆
懐
紙
『
賦
御
何
連
歌
百
韻
』
が
存
在
し
た
。
箱
裏
に
「
上
野
本
町
沖
森
蔵
」
の
印
が
付
さ
れ
、
沖
森
文
庫
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
２
、
初
出
『
歌
仙
大
坂
俳
諧
師
』
一
冊
。
二
八
・
五
×
二
〇
・
五
（
糎
）
版
本
。
藍
色
無
地
表
紙
。
井
原
西
鶴
編
・
画
の
俳
諧
撰
集
。
当
時
の
大
坂
の
俳
諧
師
三
十
六
人
を
三
十
六
歌
仙
絵
の
要
領
で
左
右
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
句
を
俳
諧
師
の
挿
絵
と
共
に
書
く
。
本
書
に
集
め
ら
れ
た
俳
諧
師
は
西
山
宗
因
の
門
下
か
、
宗
因
の
影
響
を
受
け
た
人
々
で
あ
り
、
談
林
俳
諧
を
理
解
す
る
上
で
意
義
深
い
資
料
で
あ
る
。
本
文
・
挿
絵
と
も
に
西
鶴
の
自
筆
と
さ
れ
、
西
鶴
の
筆
跡
・
画
風
を
知
る
資
料
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
題
簽
欠
。
内
題
な
し
。
刊
記
は
な
い
が
、
序
文
に
「
延
宝
元
年
歳
次
癸
巳
冬
陽
月
中
澣
」
と
記
述
さ
れ
る
。『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
本
書
の
伝
本
は
、
綿
屋
文
庫
本
・
酒
竹
文
庫
本
・
柿
衛
文
庫
本
（
欠
本
）・
藤
園
堂
文
庫
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
関
学
本
に
は
藤
園
堂
の
蔵
書
印
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
藤
園
堂
本
が
流
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
展
覧
会
後
、
早
稲
田
大
学
の
中
嶋
隆
氏
か
ら
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
初
撰
本
、
柿
衛
文
庫
本
と
の
相
違
を
懇
切
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
書
誌
的
に
は
再
撰
本
と
な
る
が
、
挿
絵
の
完
成
度
で
は
高
い
と
判
断
す
る
。
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
〇
九
関西学院大学所蔵『歌仙大坂俳諧師』
「左面「靏永」は「西鶴」の初期俳号
関西学院大学所蔵『両吟一日千句』
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
一
〇
３
、
初
出
『
両
吟
一
日
千
句
』
一
冊
。
一
三
・
六
×
二
〇
・
二
（
糎
）
版
本
。
藍
色
無
地
表
紙
。
井
原
西
鶴
の
門
人
で
あ
る
青
木
友
雪
の
編
。
友
雪
は
『
生
玉
万
句
』・『
大
句
数
』
な
ど
で
西
鶴
の
執
筆
を
務
め
た
「
青
木
友
浄
」
と
同
一
人
物
と
す
る
説
も
あ
る
。
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
四
月
十
四
日
興
行
の
西
鶴
と
友
雪
の
両
吟
一
日
千
句
に
、
友
雪
・
西
吟
・
西
鶴
の
追
加
三
つ
物
を
添
え
た
も
の
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
千
句
は
友
雪
が
一
種
の
立
合
勝
負
を
西
鶴
に
望
ん
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
題
簽
欠
。
内
題
な
し
。
刊
記
は
「
延
宝
七
已
未
歳
五
月
吉
日
深
江
屋
太
郎
兵
衛
板
行
」。『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
本
書
の
伝
本
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
保
存
状
態
も
良
好
で
あ
り
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
４
、
初
出
『
西
山
宗
因
自
筆
夏
の
句
行
く
舟
を
』
短
冊
。
一
幅
。
一
五
八
・
八
×
三
二
・
三
（
糎
）。
軸
装
。
行
舟
を
み
る
さ
へ
涼
し
志
賀
海
宗
因
西
山
宗
因
（
慶
長
一
〇
・
一
六
〇
五
〜
天
和
二
・
一
六
八
二
）
は
大
阪
天
満
宮
連
歌
所
宗
匠
で
あ
り
、
俳
諧
談
林
派
の
祖
で
あ
る
。
『
宗
因
発
句
帳
』（
大
阪
天
満
宮
蔵
）
に
同
一
句
が
収
め
ら
れ
る
。「
舟
」
と
「
涼
し
」、「
海
」
な
ど
の
縁
語
を
多
用
し
た
古
風
な
句
。
５
、
初
出
『
俳
諧
愛
宕
土
産
』
一
巻
。
二
六
・
二
×
二
三
・
三
（
糎
）。
巻
子
。
池
西
言
水
の
編
に
な
る
点
取
り
俳
諧
集
。
成
立
年
不
明
。
可
信
の
序
あ
り
。
言
水
は
芭
蕉
と
同
時
代
の
俳
人
。
松
江
重
頼
門
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
重
頼
の
選
集
に
名
は
み
え
な
い
。
二
十
代
後
半
頃
に
江
戸
へ
出
て
、
談
林
派
の
俳
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
序
文
に
よ
る
と
、
本
書
は
可
信
が
愛
宕
神
社
に
参
詣
し
た
後
に
都
で
言
水
に
面
会
し
、
評
点
を
求
め
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
連
衆
は
松
義
・
幽
吟
・
可
信
・
正
信
・
岸
水
・
松
邪
・
盃
我
・
宗
友
・
■
泉
。
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
一
一
岸
水
は
、「
水
」
の
字
が
付
く
こ
と
か
ら
言
水
の
弟
子
と
推
測
さ
れ
る
。
幽
吟
は
、
京
都
の
俳
人
友
琴
（
宝
永
三
・
一
七
〇
六
年
没
）
の
別
称
。
正
信
は
、
言
水
編
『
東
日
記
』
に
名
が
見
え
る
政
信
と
同
一
人
物
で
、
可
信
は
、
言
水
編
『
江
戸
弁
慶
』
に
名
が
見
え
る
可
心
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
連
衆
は
言
水
周
辺
の
俳
人
た
ち
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
、「
独
に
な
り
て
さ
し
も
淋
し
き
」、「
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
」
等
の
下
句
に
対
応
す
る
上
句
の
優
劣
を
競
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
全
文
の
翻
字
、
注
釈
は
、
森
田
雅
也
・
雲
岡
梓
「『
俳
諧
愛
宕
土
産
』
の
研
究
」『
人
文
論
究
』
第
六
十
四
巻
四
号
に
掲
載
（
二
〇
一
五
年
六
月
刊
行
予
定
。）
６
、『
独
ご
と
』
上
下
二
巻
二
冊
。
一
六
・
二
×
二
二
・
六
（
糎
）。
版
本
。
黄
土
色
。
毘
沙
門
亀
甲
地
に
小
桜
と
若
松
の
丸
散
ら
し
。上
嶋
鬼
貫
が
五
十
八
歳
の
折
の
俳
論
書
。
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
刊
跋
。
京
都
・
中
西
卯
兵
衛
。
上
巻
は
鬼
貫
の
俳
諧
観
（
俳
論
）
が
確
認
で
き
、
下
巻
で
は
鬼
貫
の
随
筆
の
魅
力
が
享
受
で
き
る
。
鬼
貫
の
生
前
に
記
さ
れ
た
物
で
あ
り
、
鬼
貫
の
生
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
そ
の
俳
諧
観
が
聞
け
る
と
い
う
事
は
日
本
文
学
論
史
上
に
お
い
て
き
わ
め
て
上
質
な
も
の
で
あ
る
。
上
巻
で
は
「
ま
こ
と
」
が
様
々
な
角
度
よ
り
多
様
に
説
か
れ
て
い
る
。
下
巻
は
四
季
の
風
物
、
旅
、
恋
、
祝
等
を
主
題
と
し
て
用
い
た
随
筆
集
で
あ
る
が
、
上
巻
巻
末
（「
三
九
本
意
」）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
所
詮
」
論
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
一
二
７
、『
本
朝
二
十
不
孝
』
五
巻
五
冊
。
一
八
・
一
×
二
五
・
六
（
糎
）。
版
本
。
藍
色
無
地
表
紙
。
井
原
西
鶴
作
の
浮
世
草
子
。
中
国
の
『
二
十
四
考
』
を
も
じ
り
、
二
十
編
の
親
不
孝
話
を
集
め
た
も
の
。
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
刊
。
初
版
本
。
序
文
に
「
貞
享
二
二
稔
孟
陬
月
鶴
永
（
印
）
松
壽
（
印
）」
と
記
さ
れ
る
。
表
紙
右
下
に
「
供
久
」
の
墨
書
あ
り
。
刊
記
は
「
貞
享
三
暦
丙
寅
霜
月
吉
辰
江
戸
青
物
町
萬
谷
清
兵
衞
大
坂
呉
服
町
八
丁
目
岡
田
三
郎
衛
門
同
平
野
町
三
丁
目
千
種
五
兵
衛
板
」。
８
、『
男
色
大
鑑
』
八
巻
八
冊
。
一
八
・
二
×
二
五
・
七
（
糎
）。
版
本
。
藍
色
無
地
表
紙
。
井
原
西
鶴
作
の
浮
世
草
子
。
前
半
は
武
家
社
会
、
後
半
は
歌
舞
伎
若
衆
に
関
す
る
男
色
説
話
を
取
り
上
げ
、
義
理
と
意
気
地
の
か
ら
む
男
同
士
の
恋
愛
を
描
く
。
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
刊
。
初
版
本
。
早
大
本
八
巻
十
冊
で
あ
る
が
、
初
版
初
印
本
で
あ
る
か
は
不
明
。
題
簽
に
は
「
本
朝
若
風
俗
男
色
大
鑑
」
と
記
さ
れ
る
。
序
に
は
「
貞
享
四
年
竜
集
丁
夘
陬
月
鶴
永
（
印
）
松
壽
（
印
）」
と
あ
り
。
９
、『
世
間
胸
算
用
』
五
巻
五
冊
。
一
七
・
八
×
二
四
・
六
（
糎
）。
版
本
。
鉄
紺
色
無
地
表
紙
。
井
原
西
鶴
作
の
浮
世
草
子
。
一
年
の
総
決
算
日
の
大
晦
日
を
中
心
に
展
開
す
る
、
中
下
層
階
級
の
町
人
の
経
済
生
活
の
悲
喜
劇
を
描
い
た
短
編
集
。
西
鶴
町
人
者
の
傑
作
と
評
さ
れ
る
。
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
刊
。
初
版
本
。
版
元
は
大
坂
伊
丹
屋
太
郎
右
衛
門
。
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
一
三
１０
、『
一
目
玉
鉾
』
四
巻
四
冊
。
一
八
・
二
×
二
六
・
〇
（
糎
）。
版
本
。
藍
色
無
地
表
紙
。
井
原
西
鶴
作
の
地
誌
。
絵
師
不
詳
。
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
刊
。
元
表
紙
な
が
ら
出
版
地
・
出
版
者
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
四
巻
の
裏
表
紙
広
告
に
「
大
坂
心
斎
橋
南
四
丁
目
吉
文
字
屋
市
兵
衛
」
と
あ
る
。
第
一
巻
が
北
海
道
よ
り
奥
州
街
道
を
経
て
江
戸
ま
で
。
巻
二
が
江
戸
よ
り
東
海
道
を
進
ん
で
大
井
川
ま
で
。
巻
三
は
同
じ
く
東
海
道
を
金
谷
か
ら
大
坂
「
天
満
豊
崎
」
ま
で
。
巻
四
は
大
坂
よ
り
瀬
戸
内
海
を
通
っ
て
長
崎
・
壱
岐
・
対
馬
に
至
る
ま
で
の
当
時
の
城
下
町
・
宿
駅
・
遊
廓
・
物
産
・
社
寺
・
名
所
・
古
跡
・
故
事
・
古
歌
な
ど
を
記
述
し
た
絵
入
り
旅
行
案
内
地
誌
で
あ
る
。
北
海
道
よ
り
東
廻
り
航
路
、
東
北
、
東
海
道
、
大
坂
、
瀬
戸
内
、
九
州
と
展
開
す
る
案
内
記
の
順
番
は
謎
め
い
て
い
る
。『
好
色
一
代
男
』『
日
本
永
代
蔵
』
な
ど
が
西
廻
り
航
路
中
心
の
舞
台
が
あ
が
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
隆
盛
し
始
め
た
江
戸
中
心
の
文
化
や
東
北
俳
壇
へ
の
思
惑
が
指
摘
で
き
る
。﹇
森
田
雅
也
編
著
『
島
国
文
化
と
異
文
化
遭
遇
〜
海
洋
世
界
が
育
ん
だ
孤
立
と
共
生
〜
』
拙
稿
「
第
一
章
『
一
目
玉
鉾
』
と
海
の
道
〜
島
国
文
化
と
し
て
の
視
点
か
ら
〜
」
関
西
学
院
大
学
出
版
会
二
〇
一
五
年
刊
」
所
収
よ
り
﹈
１１
、
永
井
一
彰
氏
ご
架
蔵
『
西
鶴
自
筆
短
冊
』
三
枚
。
只
の
時
も
よ
し
野
は
夢
の
桜
哉
西
鶴
た
ゝ
の
時
も
よ
し
野
は
夢
の
桜
哉
西
鶴
鯛
は
花
は
見
ぬ
里
も
有
け
ふ
の
月
西
鶴
「
只
の
時
も
」
の
句
は
綿
屋
本
『
草
枕
』（
片
岡
旨
恕
編
二
巻
二
冊
）
の
発
句
と
し
て
初
見
。
下
巻
未
見
の
た
め
、
こ
の
俳
書
の
刊
記
は
不
詳
な
が
ら
、
処
々
の
根
拠
か
ら
延
宝
四
年
刊
行
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
が
、
同
句
が
西
鶴
自
撰
『
誹
諧
師
手
鑑
』﹇
延
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
一
四
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
刊
﹈
に
も
入
集
の
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
西
鶴
が
後
年
ま
で
好
ん
だ
句
と
さ
れ
る
。
「
鯛
は
花
は
」
の
句
は
西
鶴
菩
提
寺
誓
願
寺
西
鶴
墓
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
芭
蕉
の
弟
子
其
角
の
『
句
兄
弟
』
に
は
、
こ
の
句
を
兄
句
と
し
て
、
其
角
「
鯛
は
花
は
江
戸
に
生
れ
て
け
ふ
の
月
」
を
置
い
て
い
る
。
判
詞
に
は
西
鶴
の
「
末
二
年
浮
世
の
月
を
見
過
た
り
」
と
い
う
辞
世
の
句
を
挙
げ
て
西
鶴
を
慕
う
が
、
其
角
を
し
て
西
鶴
の
代
表
句
と
い
え
よ
う
。
１２
、
永
井
一
彰
氏
ご
架
蔵
『
俳
諧
短
冊
帖
』
本
短
冊
帖
に
は
、
表
裏
併
せ
て
、
百
八
十
七
枚
百
八
十
七
名
、
江
戸
初
期
俳
人
、
貞
門
、
談
林
、
蕉
門
等
、
江
戸
時
代
の
著
名
な
俳
人
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
た
短
冊
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
表
面
」
は
「
荒
木
田
守
武
飛
梅
や
か
ろ
く
し
く
も
神
の
春
」
を
筆
頭
と
し
て
、「
宗
鑑
」「
貞
徳
」「
西
翁
（
西
山
宗
因
）」「
季
吟
」
「
芭
蕉
」「
其
角
」「
嵐
雪
」「
去
来
」「
支
考
」
と
続
き
、「
月
居
」「
大
江
丸
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。「
裏
面
」
は
「
貞
室
」「
重
頼
」「
正
由
」「
似
空
」「
信
海
」「
徳
元
」「
未
得
」「
露
沾
」
と
続
き
、「
秋
色
」「
五
明
」「
み
ち
彦
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。「
西
鶴
」
は
裏
面
二
ウ
最
後
に
「
山
桜
薪
に
安
房
か
ら
け
た
り
」
と
登
場
し
、「
言
水
」、「
由
平
」、「
来
山
」、「
お
に
つ
ら
（
鬼
貫
）」
と
続
い
て
い
る
。
今
回
の
展
示
室
内
に
は
、
短
冊
帖
の
配
列
よ
ろ
し
く
西
鶴
と
談
林
俳
諧
仲
間
と
し
て
風
交
の
深
か
っ
た
「
言
水
」「
お
に
つ
ら
（
鬼
貫
）」
の
作
品
を
並
べ
て
い
る
よ
う
に
、
編
纂
に
明
ら
か
な
門
流
意
識
を
認
め
る
。
も
っ
と
も
、
全
体
と
し
て
の
本
帖
の
短
冊
貼
り
の
法
則
性
は
不
詳
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
江
戸
時
代
前
期
に
流
行
し
た
「
俳
諧
手
鑑
」
の
類
い
が
忠
実
な
短
冊
模
写
の
域
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
こ
こ
ま
で
の
実
物
の
短
冊
を
集
め
求
め
た
人
物
は
、
た
だ
な
ら
ぬ
顕
彰
の
思
い
を
抱
い
た
中
興
の
俳
人
か
、
有
能
な
古
筆
鑑
定
家
で
あ
ろ
う
。
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
一
五
表
面
１
オ
１
飛
梅
や
か
ろ
 

し
く
も
神
の
春
い
せ
山
田
守
武
２
満
ま
る
に
出
て
も
な
か
き
春
日
哉
宗
鑑
３
歌
い
つ
れ
小
町
お
と
り
や
伊
勢
踊
貞
徳
１
ウ
４
や
と
れ
と
は
御
身
い
か
な
る
ひ
と
し
く
れ
西
翁
５
五
て
う
に
て
盆
に
踊
の
そ
 

ま
ろ
や
お
か
し
き
か
し
ら
つ
き
季
吟
６
京
に
居
て
京
な
つ
か
し
き
ほ
と
ヽ
き
す
は
せ
を
２
オ
７
は
つ
雪
や
門
に
橋
あ
る
夕
ま
く
れ
其
角
８
簾
に
入
て
美
人
に
馴
る
ゝ
乙
鳥
哉
嵐
雪
９
柿
主
や
梢
は
ち
か
き
あ
ら
し
山
去
来
１０
水
仙
や
門
を
出
れ
は
江
の
月
夜
支
考
２
ウ
１１
鶯
に
障
子
ひ
と
へ
の
目
か
ね
哉
浪
花
１２
ふ
ゆ
の
日
を
ひ
そ
か
に
も
れ
た
枇
杷
の
花
曲
翠
１３
金
の
間
の
庭
一
杯
や
八
重
桜
李
由
１４
は
も
の
や
源
助
亭
に
て
あ
し
も
と
に
春
は
お
ち
ゝ
る
若
楓
野
坡
３
オ
１５
松
に
ち
り
又
吹
れ
行
花
の
果
杉
風
１６
筏
士
か
寝
て
な
か
る
ゝ
や
芦
の
花
凉
菟
１７
七
月
や
地
獄
の
釜
も
秋
の
風
許
六
１８
海
の
も
の
や
ま
の
も
の
と
も
し
れ
ぬ
月
木
節
３
ウ
１９
こ
か
ら
し
や
戸
を
ぬ
け
て
く
る
有
明
し
昌
房
２０
蛍
よ
り
わ
き
の
ひ
か
り
や
雨
あ
か
り
路
健
２１
梅
ほ
し
の
は
な
と
て
お
し
む
小
僧
か
な
為
有
２２
蟹
の
泡
吹
て
入
日
の
さ
く
ら
か
な
臥
高
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
一
六
４
オ
２３
厳
島硝
子
の
国
や
若
葉
の
い
つ
く
し
ま
露
川
２４
此
心
つ
ね
に
あ
ら
は
や
け
ふ
の
つ
き
ち
月
（
智
月
）
２５
焼
落
葉
色
 

の
木
の
煙
哉
依
々
２６
す
み
よ
し
を
忘
れ
て
居
る
か
ほ
と
ゝ
き
す
諷
竹
４
ウ
２７
落
付
ぬ
空
也
宵
の
ほ
と
ゝ
き
す
舎
羅
２８
蟻
塚
の
ほ
め
き
吹
と
る
秋
の
風
野
童
２９
く
へ
岸
の
根
を
さ
ゝ
け
た
る
柳
哉
利
合
３０
穂
は
か
れ
て
野
を
は
き
ま
は
る
す
ゝ
き
か
な
反
朱
５
オ
３１
神
鳴
に
露
降
わ
た
す
山
辺
か
な
如
行
３２
蜂
の
羽
の
つ
よ
り
て
暑
し
蓮
の
花
毛
絖
３３
紋
日
也
家
 

の
楊
貴
妃
窓
の
月
惟
中
３４
数
盃
温
酎
雪
中
春
雪
の
日
の
李
白
は
春
の
こ
ゝ
ろ
哉
そ
の
女
（
園
女
）
５
ウ
３５
頃
や
曇
れ
は
雪
の
こ
と
ゝ
降
猿
雖
３６
し
ら
浜
や
何
を
木
陰
に
ほ
と
ゝ
き
す
曾
良
３７
音
羽
眺
望
滝
の
月
朧
は
と
り
て
落
に
け
り
轍
士
３８
名
月
に
青
み
の
す
は
る
は
た
け
哉
林
紅
６
オ
３９
菜
種
殼
た
く
や
野
風
の
ほ
と
 

き
す
丈
草
４０
唯
一
騎
む
か
ふ
の
わ
け
の
強
さ
哉
此
筋
４１
残
の
字
に
ひ
る
ま
ぬ
色
や
今
朝
の
菊
千
川
４２
名
月
や
猿
も
い
さ
か
へ
み
ね
の
松
文
鳥
６
ウ
４３
ま
た
ひ
と
り
も
の
あ
り
何
そ
梅
の
花
惟
然
４４
残
る
日
の
所
か
え
せ
ぬ
夕
立
哉
我
黒
４５
荻
の
風
荻
の
戦
き
は
も
う
暮
る
雪
芝
４６
は
た
ら
い
た
梅
の
つ
ほ
み
や
小
六
月
嵐
青
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
一
七
７
オ
４７
年
と
り
や
今
朝
龐
居
士
か
百
の
銭
洒
堂
４８
鵜
の
つ
ら
に
篝
こ
ぼ
れ
て
哀
也
荷
兮
４９
ほ
と
ゝ
き
す
あ
て
た
明
石
も
す
ら
し
け
り
卯
七
５０
花
見
よ
と
手
形
は
か
ゝ
し
お
乳
人
宇
鹿
７
ウ
５１
秋
の
始
冶
天
子
を
尋
て
ひ
と
ひ
夜
に
い
る
ま
て
昔
物
語
し
て
路
通
５２
川
こ
し
て
帯
と
き
に
よ
る
柳
哉
岱
水
５３
そ
く
才
な
朝
の
け
し
き
や
九
月
尽
三
州
桃
先
５４
一
世
帯
取
散
し
た
る
花
野
か
な
三
河
桃
後
８
オ
５５
盃
は
く
ろ
き
に
か
え
て
紅
葉
狩
百
里
５６
歳
旦う
つ
ゝ
に
も
い
ち
富
士
見
は
や
日
の
は
し
め
素
龍
５７
か
も
瓜
や
か
の
佐
殿
の
草
ま
く
ら
武
仙
５８
何
風
の
染
て
通
る
や
唐
か
ら
し
十
丈
８
ウ
５９
郭
公
啼
 

風
か
雨
に
成
ル
利
牛
６０
そ
れ
を
う
れ
茄
子
の
蓋
の
萩
の
華
左
次
６１
松
原
の
水
に
首
出
す
の
き
く
か
な
鼠
弾
６２
年
内
立
春
と
し
の
う
ち
に
し
ろ
の
先
手
や
梅
の
は
な
乙
由
９
オ
６３
蜻
蛉
の
仮
の
住
ゐ
や
う
し
の
角
探
志
６４
馬
柄
杓
を
岩
に
割
込
む
清
水
哉
野
径
６５
夕
皃
や
賤
か
湯
殿
は
石
瓦
角
上
６６
し
ら
露
や
青
田
を
分
て
神
ま
い
り
怒
風
９
ウ
６７
湖
辺
に
居
て
都
を
お
も
ふ
清
川
６８
大
竹
の
空
閑
 

と
夜
寒
哉
百
川
６９
夏
来
ぬ
と
は
た
か
に
し
た
る
茶
木
哉
雲
裡
７０
鶯
の
寒
さ
を
す
ゝ
る
初
音
か
な
六
々
庵
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
一
八
１０
オ
７１
柴
あ
け
て
寝
て
流
る
ゝ
や
し
め
の
花
半
時
庵
７２
さ
み
た
れ
や
我
宿
な
か
ら
か
ゝ
り
ふ
ね
竿
秋
７３
久
堅
を
己
か
木
陰
や
藤
の
花
羅
人
７４
年
抄本
願
寺
陰
陽
と
わ
か
れ
て
し
は
す
か
な
富
天
１０
ウ
７５
こ
ほ
る
ひ
の
油
う
か
ゝ
ふ
鼠
か
な
蕪
村
７６
ほ
と
ゝ
き
す
鳴
か
と
ま
て
は
蜘
の
糸
几
董
７７
さ
み
た
れ
や
あ
る
夜
ひ
そ
か
に
松
の
月
蓼
太
７８
有
明
の
ひ
ま
白
き
か
た
や
池
の
蓮
完
来
１１
オ
７９
う
く
ひ
す
の
巣
に
く
せ
も
の
や
朧
月
麦
水
８０
つ
く
 

と
見
て
を
れ
は
ち
る
さ
く
ら
か
な
士
朗
８１
関
も
り
の
鼻
の
赤
さ
よ
け
さ
の
霜
蝶
夢
８２
白
梅
に
手
の
裏
か
へ
す
嵐
か
な
重
厚
１１
ウ
８３
結
ひ
こ
し
萩
も
あ
ら
し
の
は
し
ら
か
な
闌
更
８４
ふ
る
雪
に
あ
ら
れ
ま
し
り
て
夜
長
な
り
蒼
虬
８５
日
く
ら
し
の
な
け
は
つ
ら
 

古
郷
お
も
ふ
暁
台
８６
む
め
か
ゝ
に
お
と
ろ
く
梅
の
散
日
か
な
樗
良
１２
オ
８７
植
木
屋
は
大
き
な
菊
の
節
句
か
な
風
律
８８
梅
ち
る
や
湯
気
立
の
ほ
る
笛
の
孔
不
二
８９
は
つ
雪
や
み
は
ふ
り
の
こ
す
藪
柑
子
青
蘿
９０
は
つ
秋
や
鶯
の
子
の
そ
ら
な
か
め
成
美
１２
ウ
９１
僧
を
の
せ
て
見
ゑ
す
な
り
け
り
雪
の
舟
素
郷
９２
門
す
ゝ
み
子
の
寝
顔
見
に
戻
り
け
り
午
心
９３
つ
ゝ
し
兀
山
に
日
の
燃
落
る
つ
ゝ
し
か
な
月
居
９４
を
し
鳥
よ
ひ
と
夜
別
て
恋
を
し
れ
大
江
丸
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
一
九
裏
面
１
ウ
９５
端
午ひ
く
と
け
ふ
酢
け
は
あ
ら
し
な
菖
蒲
酒
貞
室
９６
餞
別
に鶯の
音
も
根
に
し
た
り
柳
哉
重
頼
９７
秋
風
に
し
ら
河
を
出
た
か
け
ふ
の
春
正
由
９８
花
手
に
い
れ
て
匂
ひ
く
は
る
や
花
の
風
似
空
２
オ
９９
雲
峯公
儀
も
の
し
や
土
気
は
な
れ
た
雲
の
峯
信
海
１００
ち
り
し
く
や
庭
は
絵
莚
花
席
徳
元
１０１
老
を
か
み
て
は
く
き
を
祝
ふ
わ
か
な
か
な
未
得
１０２
此
花
さ
く
去
年
の
蜜
柑
を
山
路
哉
露
沾
２
ウ
１０３
秋
の
田
を
雁
の
羽
先
や
鎌
の
な
り
玖
也
１０４
蚊
も
た
へ
や
扇
を
と
れ
は
雪
の
袖
湖
春
１０５
留
主
の
よ
し
申
を
き
け
り
庭
の
雪
正
立
１０６
山
桜
薪
に
安
房
か
ら
け
た
り
西
鶴
３
オ
１０７
蛇
の
す
し
や
下
に
馴
た
る
沖
の
石
言
水
１０８
ふ
り
つ
も
る
雪
や
水
の
音
松
の
声
由
平
１０９
聞
に
あ
や
し
無
常
の
つ
か
ひ
鰒
売
来
山
１１０
夕
霧
の
塚
に
て
こ
の
塚
は
柳
な
く
て
も
あ
は
れ
也
お
に
つ
ら
（
鬼
貫
）
３
ウ
１１１
大
か
た
は
月
を
も
め
て
し
七
十
二
任
口
１１２
古
家
や
つ
く
ね
ぬ
さ
き
に
雪
こ
か
し
梅
盛
１１３
仙
鶴
葛
の
葉
の
お
も
て
は
近
江
比
叡
の
雪
仙
鶴
１１４
夜
も
す
か
ら
あ
た
口
た
ゝ
く
水
鶏
哉
立
圃
４
オ
１１５
痩
牛
や
は
み
草
悔
む
霜
の
原
青
流
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
二
〇
１１６
入
月
の
さ
は
る
か
動
く
む
ら
薄
法
橋
不
角
１１７
菊
皿
に
あ
ま
る
や
露
の
も
り
こ
ほ
し
玄
札
１１８
若
ゑ
ひ
す
た
い
や
老
せ
ぬ
薬
り
魚
一
雪
４
ウ
１１９
浅
茅
生
の
灯
ゆ
り
込
碪
か
な
立
志
１２０
十
月
の
十
も
竪
横
し
く
れ
か
な
調
和
１２１
大
坂
宗
匠
達
の
催
さ
れ
し
に
名
物
の
茂
り
け
ふ
こ
そ
み
つ
の
誹
諧
原
み
ち
風
（
三
千
風
）
１２２
羽
子
板
や
遍
昭
か
つ
き
し
う
そ
な
り
け
り
信
徳
５
オ
１２３
杉
伊
吹
木
鵯
鵑
と
も
い
ふ
へ
し
一
晶
１２４
ほ
そ
ひ
き
や
久
米
の
わ
ひ
人
土
用
干
自
悦
１２５
慈
父
の
別
御
歎
き
の
ほ
と
を
し
は
か
り
ま
い
ら
せ
て
重
恩
の
須
彌
や
か
た
み
の
袖
の
月
似
船
１２６
み
そ
き
せ
し
み
た
ら
し
河
や
坊
主
落
高
政
５
ウ
１２７
遠
方
人
な
を
面
白
し
ま
つ
は
や
し
露
言
１２８
歳
旦を
そ
れ
な
か
ら
よ
ふ
て
も
よ
か
れ
君
か
春
可
全
１２９
余
花
の
散
は
を
そ
か
れ
と
か
な
時
鳥
元
隣
１３０
黄
鳥
の
百
囀
り
や
百
人
首
弘
永
６
オ
１３１
三
笠
山
出
し
月
か
も
な
ら
団
扇
可
頼
１３２
心
先
空
に
な
り
た
る
月
見
哉
正
友
１３３
露
に
う
つ
る
月
や
千
種
の
う
す
め
金
き
く
に
１３４
た
な
は
た
や
盥
に
か
け
を
み
つ
か
ゝ
み
行
風
６
ウ
１３５
浦
嶋
か
箱
に
そ
有
け
る
安
扇
元
順
１３６
西
楼
に
む
す
饅
頭
か
落
る
月
き
く
う
１３７
発
句
こ
そ
花
の
ひ
と
へ
に
さ
く
斗
成
之
１３８
酔
さ
め
や
河
風
さ
む
み
千
鳥
あ
し
立
似
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
二
一
７
オ
１３９
老
の
は
し
め
に
若
水
の
あ
は
ゝ
や
昔
老
の
春
道
寸
１４０
花
皿
の
恵
比
須
拙
し
女
の
手
ス
テ
（
田
ス
テ
）
１４１
声
せ
て
も
渡
り
物
也
鳥
緞
子
尚
政
１４２
水
を
酒
に
く
る
ゝ
も
し
ら
ぬ
花
見
哉
一
得
７
ウ
１４３
元
旦須
弥
白
し
麓
の
朝
日
け
ふ
の
春
随
流
１４４
花
給
と
泣
子
を
す
か
せ
姥
さ
く
ら
兼
豊
１４５
九
重
に
と
へ
咲
花
の
種
も
か
な
嘉
隆
１４６
松
梅
や
神
の
右
の
手
左
の
手
友
貞
８
オ
１４７
あ
ら
そ
は
ぬ
気
に
弓
ひ
く
や
こ
と
し
竹
柳
几
１４８
時
し
ら
ぬ
山
や
冬
見
る
し
ら
扇
貞
恕
１４９
蛍
む
な
し
又
と
こ
闇
の
蚊
屋
世
界
友
雪
１５０
三
光
寺
ト
云
寺
に
て
耀
や
月
雪
仏
三
光
寺
蒲
剣
８
ウ
１５１
こ
の
花
の
な
か
め
や
あ
か
ぬ
雪
布
袋
喜
雲
１５２
露
な
か
す
硯
の
海
や
自
然
石
梵
益
１５３
け
し
炭
や
水
の
し
か
ら
み
わ
く
火
鉢
以
仙
１５４
灌
仏
は
衆
生
を
す
く
ふ
し
や
く
し
哉
不
存
９
オ
１５５
咲
花
の
に
ほ
ひ
の
玉
か
今
朝
の
露
方
救
１５６
く
つ
ろ
こ
や
野
辺
の
紐
と
く
は
な
れ
う
し
良
保
１５７
引
か
へ
れ
し
や
く
は
あ
め
牛
お
七
夕
意
朔
１５８
便
宜
せ
よ
ま
た
文
も
見
ぬ
天
つ
鴈
玄
康
９
ウ
１５９
瓢
箪
や
花
に
な
れ
こ
し
酒
の
友
可
玖
１６０
試
筆
こ
そ
毛
を
は
お
し
ま
ぬ
と
ら
の
と
し
春
倫
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
二
二
１６１
白
壁
や
空
に
し
ら
れ
ぬ
雪
の
宿
空
存
１６２
五
月
雨
に
ひ
る
や
塩
焼
か
袖
と
喉
野
也
１０
オ
１６３
雲
間
も
る
月
は
寸
善
尺
魔
哉
幸
和
１６４
水
間
寺
の
は
つ
む
ま
は
銭
を
か
す
も
哉
保
友
１６５
鹿
を
さ
し
て
山
馬
と
い
ふ
皮
屋
哉
器
音
１６６
菊
つ
く
り
起
ま
と
は
せ
る
酒
気
哉
長
治
１０
ウ
１６７
桜
貝
は
散
て
も
水
の
あ
は
ひ
哉
流
水
１６８
は
ね
ち
ら
す
篠
は
こ
雪
の
竹
馬
哉
如
貞
１６９
空
に
し
ら
ぬ
木
の
つ
ら
雪
や
桜
花
胤
久
１７０
色
か
へ
ぬ
松
や
時
雨
の
あ
ま
し
物
加
友
１１
オ
１７１
帷
子
も
芭
蕉
は
破
れ
て
残
け
り
重
勝
１７２
鎖
お
ろ
す
た
か
ら
の
奥
の
桜
か
な
才
麿
１７３
天
の
河
や
夫
婦
と
現
し
高
砂
丸
不
卜
１７４
色
か
へ
ぬ
松
や
和
田
殿
ち
ゝ
ふ
と
の
露
堂
１１
ウ
１７５
あ
し
跡
は
た
か
さ
き
に
見
て
初
桜
千
代
１７６
花
や
お
し
き
く
れ
ぬ
あ
る
し
は
朱
碗
坊
夕
翁
１７７
こ
ち
ら
む
け
団
扇
の
つ
な
よ
此
く
る
ま
盧
元
坊
１７８
う
へ
む
か
は
花
も
咲
ふ
に
柳
哉
諸
九
１２
オ
１７９
墨
染
の
人
暮
や
す
し
子
規
司
鱸
１８０
お
も
て
む
き
は
み
な
し
る
人
ぞ
門
の
松
西
順
１８１
文
字
み
れ
は
し
り
を
頭
の
蛍
か
な
正
式
１８２
冬
か
れ
や
硯
の
水
の
あ
さ
み
と
り
松
意
１２
ウ
１８３
大
ふ
く
や
一
哺
は
幾
千
里
貞
因
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
二
三
本
展
示
な
ら
び
に
調
査
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
助
成
事
業
か
ら
、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
地
方
談
林
俳
諧
文
化
圏
の
発
展
と
消
長
〜
西
鶴
の
諸
国
話
的
方
法
と
の
関
係
か
ら
〜
」（
平
成
二
十
四
年
度
〜
平
成
二
十
八
年
度
・
課
題
番
号；
２
４
５
２
０
２
５
２
）
と
し
て
助
成
を
受
け
て
い
る
。
（
も
り
た
ま
さ
や
・
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）
１８４
追
福世
の
人
の
袂
に
に
こ
す
清
水
哉
宗
阿
１８５
綿
を
う
つ
賤
は
小
春
や
弓
■
好
与
１８６
袖
垣
も
月
あ
る
こ
ろ
や
萩
の
花
秋
色
１８７
夜
は
水
し
つ
み
て
雪
の
入
江
哉
五
明
１８８
色
か
へ
ぬ
硯
あ
ら
ふ
て
月
と
ら
む
み
ち
彦
西
鶴
と
談
林
俳
諧
一
二
四
